
 

 

 

心が通い合う会話を目指して 

学校では、様々な場面で人の話を聞いて考えたり行動したりすることが必要です。校外学習などに出かけたと

きも、話を聞いたりわからないことを質問したりする場面があります。そのような時に子どもたちの様子を見ている

と、最初は一生懸命に聞いているのですが、集中力が続かなくなり、相手の話を理解しながら聞こうとしていない

ことがあります。また、率先して質問をするのですが、相手が答えてくれているのに、最後まで聞かず、興味が次の

所にいってしまうこともあります。子どもの会話を聞いていても、それぞれが一生懸命に話しているのですが、相手

の話を受けて話していないため、話がかみ合わなかったり、言葉足らずのために意味が通じていなかったりして

いることもあります。生活や社会環境が大きく変化する中で、物言わずとも先を見通して大人がしてくれたり、メデ

ィアを見て受け身になっていたりすることが多くなり、子どもたちから正しく状況を話す言葉や技能を奪い、言葉の

キャッチボールをする楽しさを見失わせているのかもしれません。 

現在、学校では、様々な教育活動において、言葉を使って「説明しよう」「伝え合おう」などと各教科で言語活動

を充実するようになっており、言葉を交わしたり、情報を伝えたりするだけではなく、心のかかわりや心の通い合い

を大切にした言葉のやり取りに取り組んでいます。「聞く力」「話す力」を身につけることは、時間がかかることで

すが、周りの大人が子どもに最後まで自分でしっかり話すようにさせたり、相手を見てうなずきながら聞いたりす

るなど、聞き方や話し方のよりよいモデルになっていくことが必要だと感じています。学校では、以下のようなポイ

ントを子どもたちに示しながら「聞き方」や「話し方」の指導を行うことで、人と人の心が通い合い、好ましい人間

関係がつくれるような会話ができるように努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       

 

身につけたい聞き方 身につけたい話し方 

しずかに聞く 指名されたら「はい」と返事をする 

話す人の方を向いて聞く みんなに聞こえるような声の大きさで話す 

最後まで聞く みんなの方を向いて話す 

うなずきながら聞く 順序だてて話す 

話し手の言いたいことを分かろうとして聞く 理由をつけて話す 

友だちの考えを説明できるように聞く 結論から述べ、根拠を明らかにして話す 

自分の考えと比べながら聞く 分からないところは質問する 

感想や意見、質問を言えるように聞く 友だちの考えをくわしく話す 

話し手の意図や目的を考えながら聞く 聞き手を意識して工夫しながら話す 

課題に沿った話し合いができているのかを 

考えながら聞く 

例をあげて、自分の考えを話す 

加太小学校だより 
http://www.kameyama-mie.jp/kblog/kabuto/ 
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～Kameyama Sports Weekのお知らせ～ 
亀山市では、小中学校統一して５月２９日（木）～６月４日（水）の期間にKameyama Sports Weekに取り

組みます。Kameyama Sports Weekとは、子どもたちが豊かな心と健やかな体をはぐくみ、体力向上の基礎を

養い、体を動かす習慣づくりを行う期間です。本校では、外遊びや大なわを中心に取り組みます。 

http://www.kameyama-mie.jp/kblog/kabuto/
http://www.kameyama-mie.jp/kblog/kabuto/


異学年のつながりも大切に 

本校では、たてわり班（1年生から５年生の異学年で構成された班）でたてわり班掃除や遠足、運動会などの

行事、子どもたちが企画運営をする全校遊びなどを行う等、異学年のつながりを大切にしています。今までは、設

定された機会だけのつながりが多かったのですが、最近の子どもたちの様子を見ていると、自由に過ごせる休み

時間に異学年が誘い合って遊んだり、朝、会った人と挨拶をしたりする等、いろいろな場面でのつながりが増えて

きました。 

今後も異学年の児童の関わりを通じて、互いの成長につながるように絆を深めていきたいと思います。 

 

 

畔塗り・全校田植え・どろんこ集会を行いました 

７日に田植えに向けて、５年生が畔塗り（田んぼを取り囲んでいる土の壁に田んぼの土を塗り付けて、割れ目

や穴を防ぎ、防水加工をすること）をしました。５年生は、みんなで力をあわせて田んぼのまわりを全てきれいにし

ました。そして、１３日には、全校児童が加太保育園年長児さんと一緒に田植えとどろんこ集会をしました。地域の

指導者の方に苗の植え方を教えてもらった子どもたちは、１列に並んで丁寧に苗を植えていきました。植えたら、

後ろに下がって土をならします。地道な作業ですが、子どもたちは一生懸命に田植えをしていました。また、年下の

子のことを年上の子が気にかけたり、教えたりしており、頼もしく感じました。 

その後は、児童会が企画したどろんこ集会です。泥の中でリレーやドッジボールをしたり、みんなで１列に並ん

でダイビングをしたりしました。「いつもと違うドッジが楽しかった。」「みんなで手をつないでダイビングするのが

おもしろかった。」などと、子どもたちは自然の中で楽しい時間を過ごしました。 

参加していただいた保護者や地域の皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


